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大
学
生
の
２
人
に
一
人
が
卒
業
時
、
平
均
３

０
０
万
円
も
の
奨
学
金
返
済
の
借
金
を
背
負
っ

て
い
ま
す
。
藤
沢
市
や
三
浦
市
で
は
、
給
付
型

奨
学
金
制
度
を
創
設
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

県
も
独
自
の
給
付
制
奨
学
金
の
創
設
に
向
け
、

取
り
組
む
べ
き
と
要
求
し
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
国
に
お
い
て
給
付
型
奨
学
金
制
度

の
創
設
が
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
動
向
を

注
視
し
た
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　政府と福島県が、東京電力福島第1原発事故の避難区域
外からの避難者に対する住宅支援を、今年３月で打ち切るこ
とを決定していますが、県内に住む避難者から住宅提供の継
続を求める請願が県議会に提出されました。
　この請願を全会一致で採択。そして提供継続を国に求める
意見書も可決しました。意見書では「個々の事情に配慮し、
希望に沿った場所に住み続けられる住宅支援の検討」「安心
して福島県へ戻れる環境づくり」などを求めています。

　

木
佐
木
議
員
は
、
一
人
で
も
多
く
の
若
者
が
、

安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、県
と
関
係
団
体
が『「
若

者
使
い
捨
て
」
撲
滅
か
な
が
わ
宣
言
』
を
発
表

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
若
者
の
働
き
方
の
実
態
を
県
独
自
で
調

査
し
、
施
策
を
発
展
さ
せ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

  

知
事
は
、国
の
調
査
や
県
の
労
働
相
談
な
ど
で
、

若
者
の
労
働
環
境
の
実
態
の
把
握
に
努
め
て
い
る

の
で
、
県
独
自
の
調
査
は
考
え
て
い
な
い
と
述
べ
、

消
極
的
な
態
度
を
示
し
ま
し
た
。

　
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
の
事
件
で
明
ら
か
に

な
っ
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
知
事
は
「
ど
の
部
局
で
検
討
す
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
県
民
局
に
な
る
」
と
初
め

て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

大
学
生
向
け

給
付
制
奨
学
金
制
度
の
創
設
を

米
空
母
の
横
須
賀
母
港
化
の

撤
回
を
求
め
よ

担
当
部
局
は
県
民
局

職
員
の
増
員
が
必
要

施
設
職
員
の
研
修
の
充
実
を

第3回定例会 （2016 年 11 月28日～12月20日）
ご意見・ご要望をお寄せください。

　

津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
で
は
、
夜
間
20
人
に
対

し
一
人
の
支
援
員
の
配
置
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

関
係
者
か
ら
は
災
害
時
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
基

準
を
見
直
す
べ
き
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

国
に
配
置
基
準
の
見
直
し
を
求
め
る
と
と
も
に
、

県
独
自
の
対
策
を
強
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
国
に
人
員
配
置
基
準
の
見
直
し
や
、

手
厚
い
人
員
配
置
を
行
う
施
設
等
に
対
す
る
加

算
制
度
の
拡
充
を
要
望
し
て
い
る
と
答
弁
し
ま

し
た
。

　

知
的
障
が
い
者
施
設
の
職
員
に
は
、
特
別
な

資
格
要
件
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。こ
の
た
め
、

障
が
い
者
の
特
性
や
虐
待
の
防
止
、
人
権
意
識

の
向
上
な
ど
の
研
修
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
県
が
こ
う
し
た
研
修
の
予
算
と
体
制
、
施

設
へ
の
助
成
等
を
強
化
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　

知
事
は
、「
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
事
件
検
証

委
員
会
」
の
報
告
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
効
果
的

な
研
修
の
実
施
と
、
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
と
の
軍
事
同
盟
を

結
ん
で
い
る
ギ
リ
シ
ャ
が
、
空
母

の
母
港
化
計
画
を
断
っ
た
例
を

示
し
、
日
本
が
母
港
化
を
受
け

入
れ
る
義
務
は
な
い
と
主
張
。
県
民
を
苦
し
め

る
米
艦
載
機
の
爆
音
被
害
を
根
絶
す
る
に
は
、

米
空
母
の
横
須
賀
母
港
返
上
し
か
な
く
、
知
事

は
国
と
米
軍
に
要
求
す
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

  

知
事
は
、
空
母
の
配
備
は
日
米
安
保
条
約
に
基

づ
き
、
日
米
両
国
政
府
が
判
断
し
た
も
の
と
受

け
止
め
て
い
る
と
答
弁
し
、
母
港
化
撤
回
は
求

め
る
意
志
の
な
い
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

若
者
支
援
施
策
に
つ
い
て

爆
音
被
害
に
つい
て

障
が
い
者
福
祉
施
設
に
つい
て

ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
等
の

実
態
調
査
を

　12月19日の議会運営委員会で市民オンブズマンが提出した「政務活動費の
領収書等のホームページでの公開を求める陳情」が共産党のみ賛成、他会派の
反対で不了承となりました。東京新聞は、「背景に『だれでも見られるようになるの
は怖い』との不安がにじむ」と報じました（2016/12/28付）。
　政務活動費は昨年、富山市議会で白紙領収書に虚偽内容を書き込んだこと
などが発覚し、市議13人が辞職しました。神奈川県議会でも元議長の中村省司
議員が横浜地裁で不正を認定され、東京高裁で係争中などの問題が浮上してい
ます。
　現在、政務活動費の領収書のインターネット公開は、都道府県では大阪府や兵
庫、高知、徳島県の議会が導入しています。
　政務活動費は税金を使ったものであり、透明性の確保を強めていくべきです。

　１１月２８日、井坂議員は2015年度決算の認定につい
て反対討論を行いました。
　生活保護受給世帯や福祉施設への水道料金の減免率
の削減は、経済的格差が広がる中で、行政としてあまりに
冷たいと指摘。また、一般会計においても、この３年間は税
収増などで基金に積み増していることを県民につたえる
べきであり、全国第３位の財政力を「もっと県民生活に密
着したとことに使うことができる」という前向きな基本視
点に立った、県政運営の転換が必要であると指摘しました。

反対討論
井坂しんや議員が

　１２月２０日、加藤議員は知事提案の諸議案等への反対
討論を行いました。
　提案された一般会計補正予算には、中原区小杉３丁目
東地区の再開発計画や横浜湘南道路の事業費が計上さ
れていますが、いずれも住環境の悪化が問題となってお
り、多額の事業費を投入することは認められないと主張し
ました。
　また、すべての子どもたちにゆきとどいた教育環境を保
証し、教育格差をなくすことを求める請願は、県民の切実
な願いであり、採択するよう求めました。

反対討論
加藤なを子議員が

た

木
佐
木
た
だ
ま
さ
が
議員

代
表
質
問

出典：
「神奈川労連ホームページ」

一方的に急
なシフト変更
を命じられた準備や片付

けの時間は
賃金が払わ
れなかった

パン屋さんでフルタイ
ムのアルバイトで４年働
いていたが、ケガをして
休んだら「もう来なくて
いいよ」と言われて解雇

共産党は賛成

2016年第3回定例会

日本共産党県議団

県議会報告

　2017年を迎え県議団も任期の折り返し点
が迫っています。諸団体との懇談、県民からの
意見の聴取、現場の視察等々を精力的に行い、
議会活動に生かしてまいりました。今年も一層
奮闘していきます。よろしくお願いいたします。
　昨年の第３回定例会（後半）で、12月1日に
木佐木ただまさ議員が代表質問を行いまし
た。また、常任委員会や特別委員会で、各担当
議員が質問や要望を行いました。その概要を
お知らせします。

県会議員　木佐木ただまさ

2015年度
決算認定

提出議案

　共産党が提案した南
スーダンに派遣されてい
る自衛隊の即時撤退を求
める意見書案と米軍「思
いやり予算」の廃止を求
める意見書案は共産党と
神奈川ネットのみ賛成で
否決されました。

政務活動費の領収書等のホームページ
公開を求める陳情を不了承

共産党提案の
意見書は否決

原発事故避難者に対する住宅提供の
継続を求める意見書を採択


